
1999.9.11 ヨーロッパ皆既日食 観測記 

―コロナと日食 Tシャツを求めて― 

 

小山田博之 

 

 小学校の頃から図鑑を見てはあこがれていた皆既日食、高校時代は勉強最優先で趣味が踏み潰されていた私は、始めて

のコロナ観望を学生時代最後の年にタイで（1995年 10月 24日）で果たした。このときから、次回観測する皆既日食は、

1999年のヨーロッパ皆既日食と決めて準備にとりかかった。 

 

 この皆既日食は、8月 11日（水）とお盆のころであり会社の夏休みもとりやすいこと、ヨーロッパというところで起き

るため観光旅行も兼ねることができるということで、料金の変動があったものの早くからツアーの募集があった。 

 



 この皆既日食の概要を述べる。皆既日食帯はアメリカのボストン沖で始まって、大西洋を横断。イギリスをかすめてフ

ランスに上陸、パリの北を通過してドイツのミュンヘン、オーストリアのザルツブルグなどの都市を通過、東欧を通過し

た後、トルコなど中東を通過するものである。皆既の継続時間が最大でも 2 分 30 秒程度と小規模であったが、お盆期間

中で休みが取りやすかったので、世間からも注目された。 

余談ながら、この皆既日食を起こすサロス No145は日本人にとっても馴染み深いもの？である。 

１サロス前は 1981年 7月 31日だった。このときの皆

既帯は樺太付近を通過したために、日本でも深い部分

日食（稚内で 80%）を見ることができた。私は当時 11

歳であったが、生まれて初めて見た日食であった。日

食は月が太陽を隠す現象とわかっていたものの、隠し

ていた月が青空と同化して全く見えなかったのが印

象的だった。2サロス前は 1963年 7月 21日で、北海

道で早朝に 30秒程度の皆既日食が見られた。 

 

更に今回の皆既日食の１サロス後は 2017年 8月 21日

にアメリカ合衆国横断するもので、時期と場所柄多数

の遠征者が見込まれる。1991年のハワイ日食の時には、

多数の日食グッツが販売されたそうなので、こちらの

方も期待したいところである。2サロス後は、2035年

9月2日に能登半島～富山～北関東を通過するもので、

日本を通過したあとは陸地にかからないので、今度は

多数の外国からの遠征者が日本に押し寄せるだろう。 



 

 それはともかく今回は、前回タイ日食のときは非常にあわただしく、観光も簡単に済まされてしまったこと、日食が終

わってすぐバスで移動があり体にかなりこたえたので、皆既が終わったあとでもゆっくりとできることや、観光地もある

程度まわることができるということで望遠鏡メーカー誠報社企画、東急観光渋谷支店主催のヨーロッパ皆既日食ツアーの

B-1コースを選んだ（表－１）。 

 

日次 月 日（曜） 都市名 時間 交通機関 日程 

1 ８月７日（土） 

  10:00   成田空港第１ターミナル特設カウンター集合 

東京（成田） 12:00 AF275 出国手続き後、空路パリへ 

  

 

    

パリ 17:10     

パリ 18:25 AF2522 乗り継ぎにてミュンヘンへ 

ミュンヘン 19:55 専用車 到着後、ホテルへ 

  

 

  〈ミュンヘン泊〉 

2 ８月８日（日） 

ミュンヘン 

 

専用車 終日、自由行動 

  

 

  （OP）A コース：ノイシュバインシュタイン城 

  

 

  （OP）B コース：ビヤホールの夕食 

  

 

  〈ミュンヘン泊〉 

3 ８月９日（月） 

ミュンヘン 午前 専用車 陸路、ウィーンへ（約２時間） 

↓ 

 

    

ザルツブルグ 

 

  途中、ザルツブルグ観光 

↓ 

 

  （ミラベル庭園、他） 

  

 

  （約３時間半） 

ウィーン 夕刻   夕食後、ホテルへ 

  

 

  〈ウィーン泊〉 

4 ８月１０日（火） 

  

 

専用車 

午前、ウィーン市内観光（シェーンブルン宮殿、

ベルベデーン宮殿､他） 

  

 

    

ウィーン 午前   陸路、バラトン湖畔へ（約４時間半） 

↓ 

 

    

バラトンフュレド 午後   到着後、ホテルへ 

  

 

  （OP）１８世紀の居酒屋で、ワインと民族舞踊 

  

 

  〈バラトンフュレド泊〉 

5 ８月１１日（水） 

バラトンフュレド 

 

  ホテルレイクサイドガーデンにて 

  

 

  皆既日食観測 

  

 

  

（OP）ヘレンド（磁器）博物館とティハニの修道

院教会観光 

  

 

  〈バラトンフュレド泊〉 

6 ８月１２日（木） 

バラトンフュレド 

 

専用車 バスにてブダベストへ（約２時間） 

↓ 

 

  途中ベートーベン博物館観光 

  

 

    

ブダベスト 午前   

ブダベスト到着後、市内観光（王宮、マーチャ

ーシュ教会、漁夫の砦、他） 

  

 

    

  夕刻   ホテル到着 

  

 

  〈ブダベスト泊〉 

7 ８月１３日（金） 

ブダベスト 15:45 AF１９９５ 出国手続き後、パリへ 

パリ 18:45     

パリ 23:20 AF２７２ 乗り継ぎにて帰国の途へ 

  

 

  〈機内泊〉 

8 ８月１４日（土） 東京（成田） 18:00   成田到着、解散 

AF:エールフランス航空  



この皆既日食はヨーロッパからトルコに

かけて見られるので、ヨーロッパ以外にも

トルコに向かうツアーが多数あった。晴天

率ではトルコの方が高かったので、どちら

にしようか悩んだが、ゆっくりしたい（タ

イで全く手に入れることができなかった日

食グッツなども多数手に入ると考えた）と

いうことでヨーロッパにした。 

 

 本ツアーでは、ハンガリー共和国のバラ

トン湖畔で行うものだった。ツアーの資料

では、ここも晴天率が高いということで、

日食そのものにも期待したが観光にも備え

てオートのカメラを持っていくことにした。 

 

○いざヨーロッパへ 

 

 日食は 8月 11日（水）であったが、日食の前後に観光があるので 7日（土）にエールフランス航空機で 12時 30分に

成田を出発（予定より 30分遅れ）した。飛行機は 13時 10分に佐渡、19時 30分頃ウラル山脈、22時 10分ごろバルト海

（ストックホルム沖）を通過した。無事、24時 10分ごろ（現地時間（サマータイムで日本時間‐7時間）：17時 10分、

以下現地時間とする）パリのシャルル・ドゴール空港に到着した。到着後、立ち寄った待合室にある新聞受けに目がいっ

た。日食関係の新聞記事があると思ったからである。案の定、フランス国内の日食の見え方があったので早速手に入れた。

タイ日食では現地の新聞が手に入らなかったので、旅行期間中現地の新聞を夢中で手に入れた。 

フランス新聞記事 



 ここで無事、先発していた B-1①コースの方と合流（私が参加したの

は、B-1②コース）。休む間もなく、搭乗機を乗り換えて、パリからド

イツのミュンヘンに向かった。当時は 9.11の前でのんびりしていたの

か、客席からコックピットに続くドアが開いていた。それはともかく、

ヨーロッパアルプスを眼下に眺め、夕暮れが迫りつつあるミュンヘン

空港に到着したのは、8月 7日の 20時であった。ちなみに、日本を出

発したのが７日 12時過ぎであったので、成田出発からパリ経由でミュ

ンヘン到着まで 15時間かかった。 

 

ドイツ新聞記事 

空港からミュンヘン市内にあるホテル（フォーラムホテルミュンヘン）までは、バ

スで 40 分程度かかった。市街地に入ってからは、ミュンヘンが皆既日食帯に入っ

ているので、日食関係のポスターなどがあるか日食関係のグッツがあるかどうかな

どバスの窓から夢中で探した。しかし、土曜日でお店が開いていなかったせいか日

食グッツは少なくとも目に入らなかった。そしてこちらでは土曜・日曜、観光地を

除いて店が開いていないということを聞いて少しがっかりした。ポスターは、道路

脇に掲示されていたが、それほど目立つというほどでもなかった。 

 

ホテルに到着後、早速部屋の鍵を渡してもらえるかと思いきや、添乗員の方が戸惑

ってしまったのか？実際に鍵を受け取ることができたのは、ホテル到着から 50 分

もたってからであった。日本時間では朝の 5時過ぎだったので、待っている人（特

にお子さん）はほとんどグロッキーの状態だった。それでもなんとか鍵を受け取っ

て、シャワーを浴びてから、爆睡した。 

ヨーロッパアルプス 



 

○ノイシュ・バイ・シュタイン 

 

 時差ぼけで疲れきっている体を休めた翌日、7 時にモーニング

コールがあった。朝食のバイキングを取って、オプショナルツア

ー参加のために 7時 50分にロビーに行った。8時ごろホテルを出

発して、ロマンチック街道（ローマへの巡礼の道という意味だそ

うです）を通って、ドイツ南部フュッセンにある観光地として有

名なノイシュ・バイ・シュタイン（バイエルン王ルートヴィヒ 2

世の命で19 世紀に建築）を訪れた。ロマンチック街道沿いには、

ゼラニウムのガーデニングをした家があり、日本でもこのような

ガーデニングがあれば良いのに・・と思った。 

 

ちなみに、現地のガイドによると、ガーデニングの状態と窓の清

潔さで、その家のお嫁さんが評価されてしまうということだった。

また、ミュンヘンでは晴れることが珍しいということ、だから夏

のバカンスに地中海などに出かける。だから、ミュンヘンで晴れ

ると市内の公園で日光浴を楽しむというということだった。この

話を聞いてミュンヘンを観測地にしているツアーに参加しなくて

よかったと思った。 

 

 それはともかく 9 時 50 分頃、バス下り場に到着するとノイシ

ュ・バイ・シュタインとは別な黄色っぽい城が見えていた。ガイ

ドによると、これは、ルートヴィヒ 2世の父親の命で建設したホ

ーエンシュヴァンガウ城だそうである。その後、城の外観を眺め

られるポイント（図 15）（マリエン橋）に行ってから、城の中に

入った。ちなみに、案内は言語ごとに行われており、地元のドイ

ツ語はもちろん、英語、仏語、そしてなんと日本語もあった。城

内は撮影禁止であったので、目に焼き付けることにした。 

（よく写真集でみる湖を背にしたノイシュ・バイ・シュタインは

ヘリから撮影したものです。遊覧ヘリがあっても良いと思います

が・・・） 

 

 13 時 30 分頃から昼食を取った後、免税品店（日本人経営）で

お土産を購入する時間が設けられた。観光地であるので売店もあ

る、ということで日食グッツを期待したが、ここにはなかった。

余談ながら日本語が通じたので、気を許してしまい手持ちのキャ

ッシュを少し使いすぎてしまった。 

 

 こうして 15時ごろノイシュ・バイ・シュタインを出発した。そ

のままミュンヘンに帰るのかと思いきや、同じフュッセンにある

ユネスコの世界遺産に登録されているヴィーズ教会に立ち寄ると

いうことだった。外観は普通の教会である。なんで世界遺産？とガイドに確認したところ、中を見て欲しいということだ

った。中をみると確かに世界遺産に登録されることを納得した。素晴らしい壁画があったからである。 

しばらくの間、見とれていたのは言うまでもなかった。 

ゼラニウムのガーデニングをした家 

ノイシュバイシュタイン城近景 

ホーエンシュヴァンガウ城 

ノイシュバイシュタイン城 

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%90%E3%82%A4%E3%82%A8%E3%83%AB%E3%83%B3%E7%8E%8B%E5%9B%BD
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%90%E3%82%A4%E3%82%A8%E3%83%AB%E3%83%B3%E7%8E%8B%E5%9B%BD
http://ja.wikipedia.org/wiki/19%E4%B8%96%E7%B4%80
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%AB%E3%83%BC%E3%83%88%E3%83%B4%E3%82%A3%E3%83%922%E4%B8%96_(%E3%83%90%E3%82%A4%E3%82%A8%E3%83%AB%E3%83%B3%E7%8E%8B)
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%9B%E3%83%BC%E3%82%A8%E3%83%B3%E3%82%B7%E3%83%A5%E3%83%B4%E3%82%A1%E3%83%B3%E3%82%AC%E3%82%A6%E5%9F%8E
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%9B%E3%83%BC%E3%82%A8%E3%83%B3%E3%82%B7%E3%83%A5%E3%83%B4%E3%82%A1%E3%83%B3%E3%82%AC%E3%82%A6%E5%9F%8E
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%9B%E3%83%BC%E3%82%A8%E3%83%B3%E3%82%B7%E3%83%A5%E3%83%B4%E3%82%A1%E3%83%B3%E3%82%AC%E3%82%A6%E5%9F%8E


 

世界遺産・ヴィーズ教会とその内部 

 

 17 時 30 分にホテルに到着、1 時間 30

分程度休んだのちにオプショナルツアー

であるホフブロイハウス（1589 年創立の

ドイツでは指折りの店。元はバイエルン宮

廷のビール醸造所）の夕食に参加した。こ

こでは、特大ビールジョッキが出るビヤホ

ールで、テンポよいバイエルン音楽の生演

奏（ギター、ホルンなど）と共に、ウイン

ナーやザワークラフトなどのドイツ料理

を楽しむというものだった。ここでは日本

人以外にアメリカ人などもいた。 

 

 21 時頃夕食は終了、現地のガイドさん

とも別れて、ホテルに到着した。 

バイエルン音楽の生演奏             

○音楽の都へ 

 

8月 9日（月）、6時 30分にモーニングコールがあっ

た。朝食を取った後、7時 50分にロビーに集合した。8

時過ぎに出発、晴天のドイツ・ミュンヘンに別れをつげ

て、次の訪問地であるオーストリアに陸路ハイウェイで

休憩をはさみながら移動した。 

 ドイツ、オーストリア国境付近の検問所跡（十年位前

までは検問を行っていたようだが、現在は行われていな

い）を抜けて、国境の町であるザルツブルグを訪れた。

10時ごろ線路を見下ろす形で市街地に入って、ミラベル

庭園脇にバスは駐車。ここで、現地ガイドさん（72歳の

元気一杯！のおじさん）と合流して観光が始まった。 

ミラベル庭園            



 

 ミラベル庭園（1606年、大司教ヴォルフ・ディートリヒが愛人ザロメ・アルトの

ために建てたとされるのがミラベル宮殿。ミラベル庭園は1690年にフィッシャー・

フォン・エルラッハによって設計）は巨大な庭園というわけではないが、綺麗に整

備されており、遠くにはザルツブルクの象徴であるホーエンザルツブルグ城が見え

た。ここを散策したのち、街の中心を流れているザルバッハ川を渡って旧市街に移

動した。新市街には物理学者ドップラーや指揮者カラヤンなどの生家があったが、

旧市街には作曲家モーツワルトの生家があり、音楽祭も開かれていた。これ以外に

旧市街には日本食堂（日の丸が入った看板ある）や市場、コンサート会場があった。 

 

なおミュンヘンと同様、このザルツブルグも皆既日食帯に入っている。というわ

けで、今度こそということで観光を行いながらも日食グッツを探した。しかし、こ

こにも日食グッツはなかった。皆既日食のポスターも白黒のもののみしかなかった。

ここは、日食がなくても観光客が訪れるということで、日食に力を入れないのでは

ないかと他の人たちと話し合った。 

 

ザルバッハ川と旧市街 モーツワルトの生家 

ザルツブルグ旧市街 すし屋 

ザルツブルグ 日食ポスター ドイツ、オーストリアの皆既帯 

http://ja.wikipedia.org/wiki/1606%E5%B9%B4
http://ja.wikipedia.org/w/index.php?title=%E3%83%9F%E3%83%A9%E3%83%99%E3%83%AB%E5%AE%AE%E6%AE%BF&action=edit&redlink=1
http://ja.wikipedia.org/wiki/1690%E5%B9%B4


 

 昼食前にガイドと別れたが、その方によ

ると、日食グラスが売れていたが今日にな

って突然売れなくなった。そのわけは、3

日後までの天気予報が発表されて、日食当

日予報が雨と出されたからである。あなた

たちの日食観測が成功するようにお祈り致

しますと話された。この話を聞いて、隣国

のハンガリーの天気はどうなってしまうの

か、祈るということは晴れない予報が出さ

れたのか、私は不安を感じずにはいられな

かった。 

 

 それはさておき、一通り観光が終わった

11時 50分から 30分程度フリータイムが設

定された。陸路国境を超えてきたので、現

地の通貨を持ってきていない人は両替に、

コーヒーやケーキを食べたい人はレストラ

ンや喫茶店などに散った。私は、町中をぶ

らついたあと、街頭に店を出していた本屋

に目がいった。現地の新聞が売られていた

からである。第一面から日食関係のことが

紹介されている新聞は、早速購入した。現

地の天気図も入っていたが、どのように高

気圧、低気圧さらに前線がどのように動く

のかわからないために、日食当日の天気の

予想を自分で立てることはできなかった。 

オーストリア新聞記事             

 昼食を挟んで 14時 30分ごろ、ザルツブルグから本日の宿

泊地であるオーストリアの首都、ウィーンに向かった。16時

頃リンツで 10分ほど休憩を取った後、ウィーンに到着したの

は、17 時 40 分ごろだった。ウィーンは皆既日食帯から外れ

ており、98.9%の部分日食が見られるのみである。このため、

日食グッツはともかくミュンヘン、ザルツブルグの街頭にあ

った日食ポスターすらも見当たらなかった。 

 

 19 時過ぎに夕食のためにホテル（ルセッサンス ウィーン 

ホテル）を出発した。この時間でも現地は夏時間（日本時間：

－7 時間、ハンガリーも同様）を採用しているために、太陽

は充分に高く、本当に夕食を食べる時間なの？と思いなくなるほどだった。レストランではカツの唐揚げなどがあったが、

さすがにヨーロッパ、夕食だったので主食であるパンは出なかった。 

 

 夕食を取ったレストランからホテルまではバスで 30 分かかり、22 時頃ホテルに到着した。部屋に戻ってからは日中購

入した新聞を整理して、眠りに入った。 

 

ウィーン 夕食 



 

○バラトン湖へ 

 

 8 月 10 日（火）、この日の午前中はウィー

ン市内の観光、午後は日食観測場所であるバ

ラトン湖へ移動を行う日であった。ホテルを

9 時ごろ出発してシェーンブルン宮殿（ハプ

スブルク王朝の歴代君主が主に離宮として使

用。フランス革命後のウィーン会議の開催場

所）及び、ベルヴェデーレ宮殿（ハプスブル

ク家に仕えたプリンツ・オイゲンが、当時の

代表的な建築家に夏の離宮として造らせたも

の、現在は美術館）を順に見学した。これら

は共に世界遺産に登録されており、宮殿ばか

りでなく、庭園も見事であった。 

 

なお、シェーンブルン宮殿を訪れたとき街

頭に新聞屋があったので、ここでもたくさん

の新聞を購入した。さすがに日食前日とあっ

て取り扱っている新聞がほとんどであった。

しかし、その中で信じたくない記事が目に飛

び込んだ。現地（ヨーロッパ地方全域、スペ

インの新聞社発行）の天気予報が出ていたの

であるが、11という数字と天気予報（イラス

トで出ていた）から判断して、日食当日は東

ヨーロッパのほとんどで天気が悪く（一部、

ハンガリー付近がほかよりましで、晴れと雨

のマークであったが）、西ヨーロッパのほうがまだ天気がよさそうという内容であった。これまでの観光でも、天気が悪

い悪いといいながら天気に恵まれていたので、気にしないようにしていたが、次第にうす雲が広がり始め次第に厚みを増

していった。日食まで 24時間近くあったのと、ここで見るわけではないのだと心を落ち着かせようにした。 

 

 昼食をウィーン市内で取ったあと、13 時 30 分から陸路皆既日食観測地であるハンガリー西部にあるバラトン湖に向か

った。ドイツ－オーストリア国境とは異なり、ここでは検問を行うのでパスポートを手元に用意しておくようにと添乗員

から注意があった。 

シェ‐ンベルク宮殿 ベルヴェデーレ宮殿 

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%8F%E3%83%97%E3%82%B9%E3%83%96%E3%83%AB%E3%82%AF%E5%AE%B6
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%8F%E3%83%97%E3%82%B9%E3%83%96%E3%83%AB%E3%82%AF%E5%AE%B6
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%9B%A2%E5%AE%AE
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%8F%E3%83%97%E3%82%B9%E3%83%96%E3%83%AB%E3%82%AF%E5%AE%B6
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%8F%E3%83%97%E3%82%B9%E3%83%96%E3%83%AB%E3%82%AF%E5%AE%B6
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%97%E3%83%AA%E3%83%B3%E3%83%84%E3%83%BB%E3%82%AA%E3%82%A4%E3%82%B2%E3%83%B3
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%BB%BA%E7%AF%89%E5%AE%B6
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%9B%A2%E5%AE%AE


 

 14 時 30 分ごろ国境に到着。国境を超えるということで鉄条網の柵が

あると思っていたが、ゲートと建物があるだけであった。ゲートでバス

が止められ、検査官がバスに乗り込んできて全員のパスポートをチェッ

クした。そのあと、めでたく？ハンガリー国内に入ったが、一定の金額

以上の買い物をした後は免税の手続きを行うということで、徒歩で先ほ

どのゲートにもどって免税の手続きを行った。そこで免税分の申請書を

もらってきたが、早めに現地通貨に変えたのがよいですよ（ハンガリー

の通貨、フォリントは日本国内では両替できない。しかも、ハンガリー

の人たちはチップをもらうことを当然と思っている、さらにホテルに着

く前に買い物ができなくなってしまうため）、というので早速申請書を出

して免税分のお金をハンガリー通貨で返してもらった。これらの手続き

で 30分程度かかってしまった。 

 

 いよいよハンガリー国内に入った。他の人も外の景色を見ている。天

気も心配であるが、オーストリアに比べて驚くほど殺風景だったからで

ある。集落が所々にあるものの、その間はトウモロコシ畑とひまわり畑

だったからである。ドイツやオーストリアなどのように華やかさがない

のは旧社会主義の国のためか？？と何人かと話し合った。 

 

 バスの車内、私がシェーンブルン宮殿で現地の新聞を買ったというこ

とで、明日の天気は出ているかねと聞かれたが、内容が内容だったので

答えるのに窮した。さーあ、よくわからないみたいですよと答えるのが

精一杯であった。 

 

 午後 4 時ごろ、道路脇に露店が広がっているところで休憩をとった。

トイレ休憩であり、みな公衆トイレに向かったがトイレの入り口で見張

りの人がいて、添乗員さんに言われたとおり早速チップをとられた。チ

ップを渡した人のみがトイレに入れるように簡単なゲートまで作ってい

たことに、みな感心というかあきれていた…。わずか 10円位のお金をとるために…。 

 

 街頭にならんでいる露店ということで、日食関係のグッツがあると期

待してその辺の店を見てまわった。しかし、ほとんどが食料品店ばかり

であった。服を売っている店もあったが、期待むなしく日食には関係な

いシャツばかりであった。そんなものを売るより、日食関係のものを売

っていればもっと人が入りますよ、と現地の人に言いたくなるような心

境であった。一部の人は本屋に行って、日食と UFO が紹介されている地

元の雑誌を購入していた（バスが走り出してから、他の人が持っていた

ことで気がついた）。なるほど、ハンガリーのどの付近が皆既帯に入って

いるのかを示してある地図も入っており、何で気がつかなかっただと大

変後悔した（後日、ブダベスト市内で手に入れたが）。 

 

 17 時 30 分ごろ、山の中の小道や集落、市街地を抜けて前が急に開けてきた。いよいよバラトン湖に到着である。しか

し、天気の方はパットしない。所々に隙間があるものの、厚みのある雲がほぼ全天を覆っている。あの天気予報どおりに、

天気が下り坂か…。もうだめだなと思った。 

オーストリア-ハンガリー検問所 

ハンガリー住宅郊外 

道路わき露店街 

バラトン湖近傍 



ホテルマリーナ 

 

 皆既日食を観測するホテルマリーナに着いた。このホテル

マリーナはプライベートビーチを持っており、日食はここで

観測を行うことになっていた。今晩泊まる人のうち、半分は

このツアーに参加している日本人ということである。 

 

 ホテルの設備や日食案内など簡単な説明の後、部屋の鍵を

受け取って、荷物をまとめた。その後、食事をとるためにレ

ストランに降りたところ、大場先生（注、山形大学理学部地

球環境学科元教授、筆者の大学時の担当教官、本年 3月定年

退官）と奥さんに出会った。日食 Tシャツが手に入らなかっ

たことを話したら、ブダベスト市内にたくさん売っていたと

いうことだった。私が参加しているコースもブダベスト市内を回るが、日食の後なので、グッツが残っているという保証

はない。バスのなかでバラトン・フィレドの市街地を見たところ、グッツの売っていそうな店はない。ああ、もう手に入

らないかとあきらめかけていたところ、日食 Tシャツを着ている人（もちろん日本人、あとから考えると誠報社の人か東

急観光の人と思う）に出会った。どうせ、違うところで手に入れたのだろうと思っていた。ところが、先生の奥さんが「そ

のシャツ、どこで売っていたのですか！」と聞いてくれた。歩いて 10 分、500m 離れた売店（仮設のものではない）にあ

るとのことである、しかし目立つところには置いていないとのことであった。売っていたのである。本来は先生と食事を

するはずであったが、一刻も早く手に入れなければなくなる可能性もある。そう思うと、もう食事どころではない！先生

の分も含めて Tシャツを求めてホテルから出て、道なりに Tシャツが売っていそうな店を探した。 

ハンガリー日食マップ 



 

 道の反対側にガソリンスタンドがあったが、ホテルから

近すぎる。ここでは売っていないと思い、さらに先に進む。

宿泊しているホテルと同じ道路の右側にはホテルが並んで

いる。とても売っていそうな店はないと思い、道路を渡る。 

 

車の来る方向が日本と逆なので渡るときはかなりの注意を

はらった。野外レストランがあるが店らしいものはない、

来る途中で店らしいものがあったので急いで引き返して入

ってみたところ、ただの観光案内所だった。もう一度先に

進む。しばらく行くと、かなりにぎやかで人がたくさんい

る。かつて道路だったところが駐車場になっているところ

である。すると、店が何軒かあり軒を連ねている。ひょっ

としてと思い、手前の店から入る。すると日食グッツがあった。皆既日食とハンガリーの地図のイラストが入ったマグカ

ップである。早速、種類の異なるものを購入した。 

 

 次は、本命の日食Ｔシャツである。隣の店は、Ｔシャツなどを売っている洋服屋である。もしかしてと思い、中に入る。

しかし、ビーチなどで着るシャツはあるものの、お目当てのものは見当たらない。そのときである。店員の一人が私によ

ってきた。この日本人の目つきが異様だったと思ったのだろうか、「これですか」という感じで、‘ある’Ｔシャツを指差

した。その指の先には、黒い太陽のイラストが入ったＴシャツがあった。これこそ、ずっと探し求めていた日食Ｔシャツ

であった。本当は 10着ほど買おうと思っていたが、他の店にも違う種類のものが置いてあるかもしれないということで 5

着購入した。さすがに会計で、こんなに買うのですか？という顔をされてしまった。向こうからすれば、変な日本人だと

思ったに違いない…。 

 

 それから、少し足を伸ばして他の店も見てみたが、日食

Ｔシャツを売っている店はなかった。そこで、もう一度先

ほどの店に立ち寄ってさらに 3着購入してホテルに戻った。 

 

早速買って着たばかりのシャツに着替えて食事会場に向

かう。同じコースの人がいれば教えてあげようと思ったが、

見かけることはできなかった。そこに私を呼ぶ声、大場先

生夫妻であった。早速、購入経過を報告する。一緒に食事

を済ませた後、約束どおり、先生の分としてシャツ１枚を

手渡した。 

 

 

 21 時から 18 世紀の居酒屋でワインと民族舞踊のオプショナルツアーがあった。本来は、日食の前夜で準備に忙しいの

で参加しないつもりであったが、天気が天気だったので日食は見られないかも知れない。ということは、一つでも思い出

を作っておかなければならないとのことで急遽参加することに決めた。 

 

 オプショナルツアーも終わって、帰り道空を眺めながら帰った。くもの切れ間に夏の大三角が見えた。しかし、サーチ

ライトがあったために星空の方は、期待したほどよくはなかった。ペルセの観測を予定していた人は、この光景にがっか

りしていた。私の方は、日本から持ってきた日食関係の本や現地で手に入れた新聞の整理をした後、寝床についた。 

 

 

18世紀の居酒屋 ワインと民族舞踊 



○美しい黒い太陽 

 

 いよいよ日食当日の 8月 11日（水）にな

った。2時ごろ目がさめた。あたりが騒がし

い。きっと日食の当日ということで、大騒

ぎしているのだろうと気にもとめずに寝直

した（キャンプサイトが近くにあったので、

そこで騒いでいたらしい、日食と関係ある

かどうかは分からないが）。 

 

 5時半ごろ目が再びさめた。なんか、ピチ

ャピチャと音がする。もしかしてと思い、

窓の外を見る。低く雲が垂れ込めていてな

んと雨が降っている。夢かと思ったが夢で

はない。ああ、昨日新聞で見た天気予報ど

おりだ。私は皆既日食観測をあきらめ、む

なしく帰国することを覚悟した。せめて本

影錐の撮影と思ったが雨では機材の出しよ

うがない。 

 

「小山田。ハンガリーに何しに行ったん

だ・・。」という上司の言葉が頭に浮かぶ。

じたばたしても始まらないので、横になりながら食事の時間が来るのをまった。時折、窓の外側を眺めて雲の高さがどう

なるのか観察した。次第に、雲の高さが高くなり、バラトン湖の対岸が見えてくるようになってきた。 

 

 食事の時間が来たので、レストランに降りていった。天気は回復してきて、雲が切れ日もさしてきた。しかし、手元に

は雲画像がないので、天気がよくなっても楽観はできなかった。そのとき誠報社の関係者が持っているものを目にした。

この付近の雲画像である。その人たちは、その画像をみて何やら話をしている。わたしも多少恐れを抱きながら（この晴

れ間が、本当に一時的だったら日食が見られない可能性が高くなってしまうので）、雲画像を見せてもらった。東京から

わざわざＦＡＸで送ってもらったらしい。ドイツ、オーストリアは渦巻き状の低気圧の雲に隠れていたが、この付近はそ

の雲からわずかに外れていた。この後、多少楽観的になったのは言うまでもない。しかし、日食雲などが出る可能性もあ

るので、完全に安心できなかった。 

 

 食事の後ツアーで知り合った人が、私が昨日手に入れた

日食Ｔシャツの売っている店を教えてほしいということで、

さっそくその店に赴いた。しかし、10 時開店ということで

まだ OPEM していなかった（出かけたのが 8 時ごろ）。そこ

で、ミネラルウォーターなどの食料品を調達するために、

ホテルの近くにあるガソリンスタンドに立ち寄った。そこ

で、ミネラルウォーター（Evian、他の種類のミネラルウォ

ーターには炭酸が入っている）のほか、現地の新聞も第一

面に日食関連の記事があるものはすべて購入した。このこ

ろ空はすっかり晴れ上がっていた（地元の人の話では、雨

が降ったのは数十日ぶりだそうだ）。 

観測地             

ハンガリー新聞記事 



 

 ホテルに帰ったあと、早速陣取り合戦をしながら機材の運

び込みと組み立てを行った。しかし、ここのホテルのエレベ

ーターが遅いのか、呼び出してもなかなかこない。たまにき

ても先客で満員という状態で、完全にエレベーター渋滞の状

態だった。それでも何回か往復して機材をすべて持ち出し、

セッティングを完了した。この時点でまだ 10時過ぎだった。

日食開始まで時間がまだあるので、その辺をぶらついて観測

風景を写真に収めた。雲が時々横切って太陽を隠していくの

が気になったが…。 

 

 11時過ぎになって食事の時間になった。といっても自分で

好きなものをもらってくるという野外バイキング形式だった。

日食観測にすべてを集中していた私にとっては、お腹もすい

てなかったし、行く気にもならなかった。それでも、大場先

生の奥さんやツアーで知り合った人がポップコーンやジュー

スを運んで来てくださったのはうれしかった。 

 

 その前後、自分とは異なった日食Ｔシャツを着ている人と

出会った。どうやって購入したのですかと聞いてみたところ、

現地の人がさっき売りに来ていたということである。近くに

いるかもしれないということで、仲間数人で探してみたもの

の姿は見えない。ホテルのロビーまで行って、ようやく見つけることができた。手元にはもうないので、サイズと数量を

教えていただければもう一度お持ちします（日本語が通じる。）とのことだったので、各自希望のサイズ・枚数を彼女に

教える。私は、LLサイズを 3着注文した。持ってくるときのために、どこで観測しているのか教えてほしいということで、

おおよその場所を教えた。そのとき私が緑色の帽子（大学の

学科で作ったもの）をかぶっていたので、その帽子を目印に

来るということでひとまず別れた。 

 

 いよいよ日食の始まる時間が迫ってきた。しかし、彼女は

来ない。いつ頃来るのだろうと気をもんだ。そのとき、日食

が始まりました！という声、はじめは皆欠けた部分がわから

なかったみたいだったが、あー欠けているという声になって

いた。ここでは、他の観光客があるために、放送で食分の経

過をマイクなどでアナウンスすることができないというこ

とであったが、小さなハンドマイクで食分が１割進むごとに

案内してくれた（例、ただ今、食分 10%になりました。）。 

 

 計画では、5 分ごとに段階露光を行う写真撮影で、さらに 2.5 分ごとに写真撮影（段階露光なし）を行ったので、かな

り忙しかった。こちらの方も忙しかったが、雲の方も日食が始まったころから忙しく太陽の前を横切り始める。当初の計

画どおりに撮影できないこともしばしばであった。雲がＮＤフィルターの代わりとなって太陽が十分に減光されたのを見

計らって、NOフィルターで撮影を強行したこともしばしばであった。太陽が 5割欠けたころに、例のＴシャツ売りの彼女

が来た。物を受け取った後、太陽が見たいということで望遠鏡を覗かせてあげた。写真もほしいということで、アドレス

の交換を行った。近くには大場先生夫妻もいらっしゃったが、私がＴシャツを受け取るのをみて、追加オーダーをしてい

るようだった。 

観測地 

木漏れ日 

観測地 自画像 



 

 次第に食分が進んでいくが、雲による暗さとの区別はつき

にくかった。撮影の合間に他の人が作成したピンホールで欠

けた太陽の撮影を行った。 

 

 雲が次第に薄くなってきた。雲に隠されても太陽は見える

というくらいのうす雲だった。しかし邪魔だ。皆既 5分前に

雲から幸い抜けた。しかし、太陽の周囲にはうす雲があり、

太陽に向かって動いている。皆既中かからないでくれという

願いむなしく、皆既 2分ぐらい前に再び雲がかぶさってきた。

しかし、うす雲。太陽は十分に見える。私はテレビで見た 1983

年のインドネシア皆既日食を思い出した。このときはやはり

うす雲がかかっていたが、皆既になった瞬間に雲がなくなっ

たようになり、コロナが見えていた。今回も同じような雲と

思い、あまり心配しなかった（それでも、少々残念でしたが）。

フィルム交換を行ったが、多少まごつきフィルムがうまく巻

き取れない。深呼吸をした後、フィルムをうまく巻き取って、

新たなフィルムに交換した。このとき皆既 2分前である。 

あたりは急に暗くなってきた。金星や水星を探し始めたが、

雲が多く見つけることができなかった。 

 

第 2接触時の撮影のポイントは、NDフィルターを皆既何分前

に外すかである。タイ日食の時は、30 秒前に外して ISO100

フィルムに 1/30 秒という露光だったので、プロミネンスは

露出オーバーで写らない、フィルターを外した直後にもかか

わらず内部コロナが写っていたなど、見た様子とは全く異な

っていたので、今回はその経験をもとに撮影方法を変えてみ

た。まず露光は 1/250秒にした（フィルムはレンズを絞った

（ダイヤモンドリングを強調させるため）ので、ISO400を使

用せざるをえなかったが）。そして、フィルターを外すタイ

ミングも皆既の 1分以上前に行った。さらに皆既中忙しくシ

ャッターを切るので、望遠鏡がぶれる可能性があった。これ

を防ぐために、鏡筒にもペットボトルをいれた袋をぶら下げ

た（バランスをあえて崩し、振動を少なくするため）。果し

て、これらの改良したことが成功に結びつくかどうかである。 

 

 フィルム交換ののち、雲がかかっていたので予定より前に

フィルターを外した。うす雲がかかっていたものの、やはり

眩しかった。それでも、早速ゆっくりと落ち着いて撮影を開

始した。……皆既数十秒前、黒い太陽の輪郭（つまり、内部

コロナ）が見え始めた。同時に赤いプロミネンスも数カ所見

えはじめた。タイ皆既日食と異なり、その数も多い。次第に

眩しい部分は小さくなり、それに反比例するようにコロナの

姿がはっきりしてきた。ついに、太陽は月に全て隠された…。 

 

第 2接触ダイヤモンドリング 

プロミネンス 

コロナ 

内部コロナ 



 

湧き上がる大きな拍手。タイ皆既日食以来４年ぶり、生涯２

度目の黒い太陽との出会いである。コロナの流線構造は、う

す雲がかかっていたせいかよく分からなかったが、その形は

まさしく極大期の四方に丸く伸びた形であった。それよりも

プロミネンスが全周に渡って見えていたのが印象的だった。 

 

 コロナの段階露光を開始した。前回の教訓からゆっくりと

シャッターを切っていく。時々露出設定のダイヤルを飛ばし

てしまったりもしたが…。そのあと、カメラから目を離して

肉眼で太陽を見る。うす雲のなかにあったものの、黒い太陽

と周りをぼーと取り囲む銀色のコロナが見えた。その太陽の

そばには、雲の切れ間から金星が明るく輝いて見えていた。

手元はタイ皆既日食のときと異なり、ほとんど見えない。バ

ラトン湖方面を見ると地平線付近が夕焼け時のようにオレ

ンジ色に見えた。この光景も撮影したかったが、さすがにそ

こまで手が回らなかった。 

 

 じっくりとコロナを見ながら、カメラの露光計のダイヤル

をダイヤモンドリング撮影するための露出時間に設定して、

撮影を再開した。しばらくすると、太陽の光が漏れ出した。

ダイヤモンドリングだ！周囲は急速に明るくなってきた。せ

っかくの光景、何枚も撮りたいという願望を押さえるように、

ゆっくりとシャッターをきっていく。方々で拍手が起こる。

「さー、ビールだ、ビールだ」、「シャンパン、どうぞ飲んで

ください」、「まだ観測している人が居るので、その人たちの

邪魔にならないように盛り上がってください」、などの歓声

があがる。機材の撤収を行う人もいた。太陽はまだ 90%位欠

けているのにこの様子である。例のハンドマイクの案内も、

この 80%で終了した。皆、お疲れ様でしたというねぎらいの

声をかけた。私もこのころから気が抜けて、5 分ごとの段階

露光に切り替えた。しかし、周りの人と会話や木漏れ日（図

48）、自画像の撮影、さらに近くでは日食のビデオ鑑賞会が

始まっていたので、それに参加しながらの撮影だったので、

ほとんど消化試合の感じだった。太陽はその後、14時 12分

（現地時間）に元通りの姿にもどった。日食が終わりましたとの声に、歓声が上がった（もちろん、皆既終了時に比べた

ら小さいものであるが）。その後、ツアーに同行していた田中千秋さんが音頭をとって、日食を最後まで観測していた人

たちだけで三本締めを行った。現地の人は、この日本の風習をどう思ったのか知らないが…。 

 

 タイ日食の時は、日食終了後 30 分で出発したが、今回そのような事はない。さっきの日食のビデオ鑑賞会も引き続き

行われていた。写真と異なり、ビデオはその場で見られる。しかも音声付き、これほどいいものはないと思った。早速、

自分の撮った写真と交換でビデオのダビングをお願いする。こんな交換風景も前回では考えられなかったことである。ち

なみに、コースによっては、日食当日のこの日にウィーンやブタベストに移動するものもあり、日食渋滞に巻き込まれな

いかと心配になった（大場先生が参加されたツアーも日食終了後、ウィーンに移動するものでした）。 

 

コロナ(広角) 

第 3接触ダイヤモンドリング 

木漏れ日 



 ビデオ鑑賞・交換会が終わった後、木陰で残った何人かで

（誠報社の人もいる）座談会が始まった。今回の日食の感想

や、今後の日食（2009年まで）についての話題が飛び出した。

この座談会のときもアドレス交換を行い、写真やビデオ交換

の約束などを行った。この座談会が終わったのが 16 時、日

食が終わってから 2時間位経っていた。その後、ようやく機

材の撤収をはじめたが、朝と異なりエレベーター渋滞はなか

った 16 時過ぎ、昼前まで日食観測者でひしめいたホテルの

プライベートビーチには、観測者の姿はなく、本来のリゾー

ト・ビーチの姿を取り戻した。 

 

 日食が終わった後、手に入れるものは日食の写真が入った現地の新聞である。散歩がてら昨日日食Ｔシャツを購入した

店の方に向かう。しかし、さすがに日食写真のある新聞はまだ出ていなかった。日食グッツでもと思ったが、店先からは

完全に姿を消していた。 

 

夕方、帰りの荷物を少しでも軽くするために、使用しない赤道儀や三脚を別送りにしようと手続きを行った。結構高額

になってしまったが、身軽にしたいこと、及び超過料金を取られないために当初予定していたものをダンボールに詰め込

んで担当者に手渡した。 

 

ホテル内のレストランで夕食を取った後、部屋に戻って日食関係のテレビを見ようと思った。しかしながら、どんなに

チャンネルを操作してもテレビは映らなかった（翌朝、配線が抜けているのが分かった）。疲れがたまっていたせいか、

この日は早々に寝てしまった。 

バラトン 日食ポスター 

ハンガリー皆既日食新聞記事 ドイツ皆既日食新聞記事 



 

○後の祭り 

日食の翌日の 12日（木）、いつになく朝早く起きた。理由

は、もちろん新聞をできるだけ早く手に入れることである。

6 時半ごろになってホテル近くのガソリンスタンドに行っ

たが、見覚えのある新聞のみ（つまり、昨日の新聞）で、今

日の新聞は置いていなかった。仕方なくホテルに戻って、７

時半ごろ再び出直した。すると、今度はあるあるコロナの写

真や連続写真が第１面を飾っている新聞が…。迷わず、各紙

１部ずつ購入した。 

 

その日は、ホテルを 9時に出発、途中からハイウェイに乗っ

てハンガリーの首都であるブダベストに向かった。途中、10

時50分から40分程度ベートーベン博物館の観光を行なった。

ここには本人が使用していたピアノや楽譜、本人の毛髪が展

示されていた。 

 

 ブタベスト市内（市街地の中心をドナウ川が流れており、

右岸（西側）のブダとオーブダ、左岸（東側）のペストの 3

地区からなる）に入って、12時 50分からレストランで昼食

を取った。ここではスープがこれまでのコンソメ味だったに

対して、ポタージュだったのが印象的であった（ウェイター

が美人だったことも）。 

 

 昼食を済ませた14時30分ごろから本格的な観光が始まっ

た。まずドナウ川左岸、ペスト地区にある英雄の広場であっ

た。数人もの英雄の像があったが、現地のガイドが丁寧なの

か？すべての像に関する説明を行なった。その後、くさり橋

を通ってドナウ川を渡り、右岸側に移動した。ここでは、ブ

ダの王宮（ハンガリー中興の祖であるベーラ 4世が、ドナウ

河畔の丘に、居城を兼ねた砦を建設。1980年に再建）、マー

チャーシュ教会（1255 年、ブダ城内に建築され、歴代国王

の結婚式や戴冠式の場として利用）、漁夫の砦 

ベートベン博物館 ピアノ ベートベン博物館 楽譜 

昼食 ウエイトレス 

英雄の広場 

ブダの王宮 

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%96%E3%83%80
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%AA%E3%83%BC%E3%83%96%E3%83%80
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%99%E3%83%BC%E3%83%A94%E4%B8%96
http://ja.wikipedia.org/wiki/1255%E5%B9%B4


 

（マーチャーシュ教会に隣接。ドナウの見張り番）などを

続けて見学した。特に漁夫の砦からはブタベスト市内を一

望することができた。ちなみに、この観光しながら日食グ

ッツの売っている店を探したが、全く見当たらなかった。

バラトンで購入していたのは、やはり正解だった。 

 

観光が全て終了した後に宿泊するホテル（アトリウム ハ

イアット ブタベスト）に移動した。このホテルはドナウ川

沿いにあり、18時ごろ到着した。私の部屋からは、くさり

橋が綺麗に見えた。 

 

 夕食は、各自自由ということで、ツアーで知り合った仲

間とブダベスト市内にくりだした。そこでも、日食グッツ

のありそうな屋台を眺めながら歩いたが、撤収してしまっ

たのか、置いてある店はなかった。途中、外国人（ここで

は我々も外国人であるが、多分、アメリカ人）に、「Where buy 

the Ｔ-shirt?（その日食Ｔシャツ、どこで手に入れたので

すか）」とたずねられ、「バラトン フュレド」と答えたら、

がっかりして去っていった。みんな同じこと、考えている

のだな～と思った。ここでも、新聞屋が通りにあったので、

今朝手に入れた物とは異なる新聞社の新聞を購入した。ま

た本屋にも立ち寄り、日食を扱っている現地の雑誌を購入

した。ホテルに帰って来てから、私の部屋からくさり橋を

眺めることができると話をすると仲間も見たいと言うこと

で、私の部屋に集合、美しい夜景を眺めた。 

 

○遠回り 

 

 12日（金）は日本に帰国する日である。B-1②コースは、

ホテル出発が 13時と添乗員から説明されていたので、午前

中は正直暇である。それでも B-1①コースの方は 10時ごろ

ホテルを出発するということで、ロビーで見送った。 

 

マーチャーシュー教会 ブタベスト パノラマ(漁夫の砦） 

くさり橋 夜景 

くさり橋 遠景 

曇天のドナウ川 



 

 ホテル出発が 13時であったが、12時には部屋の外にスー

ツケースを出して欲しいと言われたので、見送ったあとは

荷造りを行なった。12時 50分に集合、時間どおりホテルを

出発した。 

 

 ブタベスト市街地郊外の空港には 13時 40分に到着した。

チェックインは個人で行なって欲しいということなので、

パスポート、航空券（添乗員から受け取った）、手荷物を提

出して行なった。無事全員チェックインが終わり搭乗口に

集合した。お子様連れの方もいたが、疲れきっている感じ

だった。そのお子様の親御さんがこれから家に帰るのだか

ら、我慢しなさいと言っていたのが印象的だった。パリ経

由なので一旦日本から遠ざかりますから・・・。ブタベス

ト発は当初 15 時 45 分だったのが、コンピューターのトラ

ブルが発生したために 30分遅れでパリに向かって出発した。 

 

 パリのシャルル・ドゴール空港に到着したのは予定より

10分程度遅れた 18時 15分ごろだった。私たちが乗る成田

行きは 23時 20分だったので、一旦解散して 22時 45分に

再集合と添乗員から言われた。と言っても空港の外には出

られないので、正直退屈だった。待合所で疲れきって寝て

いる人（お子様）もいた。 

 

 シャルル・ドゴール空港を出発したのは、時間通りの 23

時 20分（離陸は 23時 40分）だった。離陸後１時間後に機

内食を取ったあとは、照明も消されたので寝ることにした。

と言っても直ぐに眠ることはできなく、飛行ルートのチェ

ックを行なった。日付が変わった 1時ごろコペンハーゲン、

1時 45分ごろフィンランド上空を通過した。 

 

○現実へ 

 

 睡眠を取ったり、機内を歩いたりしながら約 11時間の飛

行時間を過ごした（機内食以外にも機内後方のセルフサー

ビスコーナーで、サンドイッチやカップ麺が用意されてい

ることを帰国してから気がつきました）。飛行機は 8 時 45

分ごろハバロフスクの近く、9時 40分頃佐渡の沖合を通過

した。そして 10 時 20 分（日本時間：14 日（土）17 時 20

分、以下日本時間とします）ごろ、予定より 30分程度早く

成田空港に無事着陸した。 

 その後、入国審査が 17時 40分に終了して、18時 30分に

順次解散した。こうして、思いで多いヨーロッパ皆既日食

観測ツアーは終了した。 

 

いざ帰国へ 

フランス皆既日食新聞記事 



 

良かった点及び反省点 

 

・日食 T シャツなどの日食グッツは、免税品店では売ってい

ない。 

・現地の新聞は、ホテルよりも街角の出店やガソリンスタン

ドのほうがより多くの種類を手に入れることができる。 

・日食が終わった後、すぐに帰国しなかったので日食写真の

入ったいろいろな新聞社の新聞を購入することができたこと。 

・日食が終わったあとも観測地であるホテルに宿泊したこと。

これにより、日食渋滞に巻き込まれることは完全になかった。 

・ホテルの部屋は、多少お金がかかったものの、シングルに

した（通常は、ツイン）。これによって、何の気兼ねもなく食

事や外出などができた。 

・うす雲があったので、ND フィルターを早めに外したこと。

これによって、肉眼で見たような皆既突入が撮影できた。 

・アドレス交換を行うのに備えて、名刺をできるだけ多く持

参したこと。 

・双眼鏡のピントは、あらかじめ合わせておくようにする。 

 

 

今回の日食諸元（資料提供：横浜こども科学館 遠山御幸氏） 

 

・観測地 ：ハンガリー バラトン 

      東経        17度 52分 49秒 

      北緯        46度 56分 42秒 

      標高        259ｍ 

      時差        ＋2時間（GMTより） 

      電圧        220V 

 

・皆既日食の時刻等（現地時間）    時   刻 

   日食の始まり（第 1接触）  11時 26分 10秒 

   皆既食の始まり（第 2接触） 12時 48分 48秒 

   皆既食の中心        12時 49分 59秒 

   皆既食の終わり（第 3接触） 12時 51分 10秒 

   日食の終わり（第 4接触）  14時 12分 57秒 

   皆既食の継続時間         2分 22秒 

 

以上 

イギリス皆既日食新聞記事 

オーストリア皆既日食新聞記事 


